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１ 災害の概要

（１）概要［気象庁情報： ８月６日9時00分 現在］

◼ 令和８年７月28日16時27分に発生

◼ 震源地は、熊本県熊本地方でマグニチュード７．１と推定

◼ 最大震度は７を観測（熊本県宇城市、氷川町）

◼ 同日16時29分に津波注意報が発表されたが、その後解除され、

被害なし

◼ 28日16時以降、震度１以上を観測した地震が550回発生

（震度７：１回、震度５弱：5回、震度４：20回、震度３：54回、

震度２：143回、   震度１：327回）
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１ 災害の概要

（２）被害状況［消防庁情報： ８月６日８時00分 現在］

被害状況の詳細

・
7
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地
図
の
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数
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ど
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す
る
か

・火災： 11件発生したが、すべて鎮火済み
・救助： 64件発生したが、すべて対応済み

人的被害 住家被害

死者 重傷 軽傷 全壊 半壊 一部破損

熊本県 38 人 20 人 123 人 699 棟 1,045 棟 6,195 棟

福岡県 ０ 人 １ 人 １ 人 ０ 棟 ０ 棟 ８ 棟

大分県 ０ 人 ０ 人 １ 人 ０ 棟 ０ 棟 ０ 棟

鹿児島県 ０ 人 ０ 人 １ 人 ０ 棟 ０ 棟 ０ 棟
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１ 災害の概要
（３）避難所の状況［熊本県： ８月５日14時00分 現在］

・
7
日
本
地
図
の
元
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ー
タ
を
置
い
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く
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島
地
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対
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時
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載
し
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な
い
が
、
要
検
討

・
避
難
者
数
を
ど
う
す
る
か→

記
載
済

・避難所開設数：133カ所
・避難者数：7,155人

市町村 避難所数 避難者数

熊本市 46カ所 496人

宇土市 8カ所 226人

宇城市 11カ所 3,213人

八代市 42カ所 2,770人

氷川町 4カ所 328人

その他市町村 22カ所 122人

７月31日第２版より
市町村別の表を挿入
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１ 災害の概要
（４）ライフライン等の状況
ア 水道関係［国土交通省情報：８月６日５時30分 現在］

イ 電力関係［九州電力送配電ホームページ： ７月31日16時44分 現在］

都道府県 断水戸数

熊本県
約37,600戸（-7,400）

（熊本市：約0戸、八代市：約24,309戸、宇城市：約10,031戸、
氷川町：約3,041戸、宇土市：約0戸、甲佐町：約210戸）

都道府県 停電戸数

熊本県 全復旧

※（）内の数字は前報比

ウ ガス関係［九州ガス株式会社ホームページ： ８月５日18時00分 現在］

都道府県 停ガス戸数

熊本県
5,786戸（-3,106）

（八代市：5,786戸）復旧見込み：少なくとも１～２週間程度

下水が復旧したこと
が公式に発表された
らそれについて一言

入れる
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２ 熊本県内の赤十字施設の状況
［８月６日11時00分 現在］

施設名 被害状況 対応状況

熊本県支部 被害状況等なし
・熊本赤十字病院と合同本部を立ち上げ
・全国の赤十字施設と連携しながら医療救護班等の派遣、救
援物資の運搬等を実施

熊本赤十字病院
・建物、ライフライン

：被害なし
・患者等：被害なし

・災害時対応として計370人を受入
・転院：13人
・予定入院：８月１日（土）から再開済
・一般外来：８月３日（月）から再開済

熊本県赤十字
血液センター

及び
県内献血ルーム

・移動採血場所の確保
が困難

・採血業務：下通り献血ルームが８月５日（水）から再開済

地震に伴い熊本県内の献血・移動採血を一時中止したが、血
液製剤の在庫に影響が生じないよう全国の血液センターと連
携して需給を調整し、県内の医療機関への供給を継続

日本赤十字社
熊本健康管理
センター

被害状況等なし

・７月30日（木）から開館
・１日人間ドック、健康診断、外来診療（再検査・
精密検査等）を通常通り実施

・２日人間ドックは、ホテル宿泊の方は８月３日（月）から、
センター宿泊の方は５日（水）から
再開、ご自宅から来所の方は通常どおり実施
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３ 日本赤十字社の主な活動状況
（１）救護体制［７月29日11時00分 現在］

本社・ブロック 支部名 救護体制

本社 － 第２次救護体制

第６ブロック
（九州・沖縄）

福岡県支部 第３次救護体制

佐賀県支部 第２次救護体制

長崎県支部 第２次救護体制

熊本県支部 第３次救護体制

大分県支部 第２次救護体制

宮崎県支部 第２次救護体制

鹿児島県支部 第３次救護体制

沖縄県支部 第３次救護体制

第１次救護体制：救護担当部門で対応、第２次救護体制：原則全部門で対応
  第３次救護体制：全職員で対応

なお全国で救護体制を敷き対応中であること。
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３ 日本赤十字社の主な活動状況

（２）職員の派遣状況［８月６日16時00分現在］

ア 関係機関への職員派遣：派遣延べ人数 10人
派遣元 派遣数※ 派遣先 活動内容 派遣期間

熊本県支部 １人 熊本県庁
熊本県災害対策
本部会議

7/28～

※表内の派遣数については現在活動中のものであること
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３ 日本赤十字社の主な活動状況

派遣先 支部名 派遣元 派遣数 活動内容 派遣期間

八代市

栃木県支部 芳賀赤十字病院 １班 情報収集 8/6～

埼玉県支部 小川赤十字病院 １班 情報収集 8/6～

東京都支部 武蔵野赤十字病院 １班 情報収集 8/3～8/6

神奈川県支部 横浜市立みなと赤十字病院 １班 情報収集 8/3～8/6

岐阜県支部 岐阜赤十字病院 １班 情報収集 8/6～

愛知県支部
日本赤十字社愛知医療セン
ター名古屋第二病院

１班 情報収集 8/3～8/6

大阪府支部
大阪赤十字病院
高槻赤十字病院

１班 情報収集 8/3～8/6

和歌山県支部
日本赤十字社

和歌山医療センター
１班 情報収集 8/6～

福岡県支部 福岡赤十字病院 １班 情報収集 8/3～8/6

熊本県支部 熊本赤十字病院 １班 情報収集 8/5～

大分県支部 大分赤十字病院 １班 情報収集 8/6～

イ 救護班：派遣延べ班数 30班

（ア）活動中 班数 22班

８
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３ 日本赤十字社の主な活動状況

派遣先 支部名 派遣元 派遣数 活動内容 派遣期間

宇城市

宮城県支部 石巻赤十字病院 １班 情報収集 8/6～

愛知県支部
日本赤十字社愛知医療センター

名古屋第一病院
１班 情報収集 8/3～8/6

長野県支部 長野赤十字病院 １班 情報収集 8/6～

広島県支部 広島赤十字・原爆病院 １班 情報収集 8/3～8/6

山口県支部 山口赤十字病院 １班 情報収集 8/3～8/6

徳島県支部 徳島赤十字病院 １班 情報収集 8/6～

香川県支部 高松赤十字病院 １班 情報収集 8/6～

佐賀県支部 唐津赤十字病院 １班 情報収集 8/6～

熊本県支部 熊本赤十字病院 １班 情報収集 8/5～

宮崎県支部 宮崎大学医学部付属病院 １班 情報収集 8/3～8/6

沖縄県支部 沖縄赤十字病院 １班 情報収集 8/3～8/6
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３ 日本赤十字社の主な活動状況
イ 救護班

（イ）＜活動終了＞班数 ８班

派遣先 支部名 派遣元 派遣数 活動内容 派遣期間

八代市

島根県支部 益田赤十字病院 １班 情報収集 7/31～8/3

大分県支部 大分赤十字病院 １班 情報収集 7/31～8/3

福岡県支部 福岡赤十字病院
１班 患者搬送等 7/29～7/31

１班 病院支援等 7/29～7/31

宇城市

佐賀県支部 唐津赤十字病院 １班 情報収集 7/29～7/31

長崎県支部
日本赤十字社長崎
原爆病院

１班 情報収集 7/29～7/31

長崎県支部
日本赤十字社長崎
原爆諫早病院

１班 情報収集 7/31～8/3

鹿児島県支部 鹿児島赤十字病院 １班 情報収集 7/31～8/3

10
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３ 日本赤十字社の主な活動状況
ウ 日赤災害医療コーディネートチーム：活動数延べ 15チーム

派遣先 支部名 派遣元 派遣数 活動内容 派遣期間

熊本市 熊本県庁
宮城県支部 石巻赤十字病院 １チーム 情報収集 8/3～

熊本県支部 熊本赤十字病院 １チーム 情報収集 8/3～

熊本市 熊本県支部
熊本県支部 熊本赤十字病院 １チーム 情報収集 7/31～8/6

熊本県支部 熊本赤十字病院 １チーム 情報収集 8/1～

宇城市 宇城保健所
兵庫県支部 神戸赤十字病院 １チーム 情報収集 8/2～

広島県支部 広島赤十字・原爆病院 １チーム 情報収集 8/2～

八代市 八代保健所

埼玉県支部 さいたま赤十字病院 １チーム 情報収集 8/6～

神奈川県支部 横浜市立みなと赤十字病院 １チーム 情報収集 8/3～8/6

石川県支部 金沢赤十字病院 １チーム 情報収集 8/3～

被災地の保健医療ニーズを把握し、関係機関との調整、医療救護に関する専門的助言を行います。

（ア）活動中チーム数  ９チーム
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３ 日本赤十字社の主な活動状況

ウ 日赤災害医療コーディネートチーム

（イ）＜活動終了＞チーム数 ６チーム

派遣先 支部名 派遣元 派遣数 活動内容 派遣期間

熊本市 熊本県庁
熊本県支部 熊本赤十字病院 1チーム 情報収集 7/29～8/4

沖縄県支部 沖縄赤十字病院 1チーム 情報収集 7/29～8/3

熊本市 熊本県支部 熊本県支部 熊本赤十字病院 1チーム 情報収集 7/31

宇城市 宇城保健所 佐賀県支部 唐津赤十字病院 1チーム 情報収集 7/29～8/3

八代市 八代保健所
福岡県支部 福岡赤十字病院 1チーム 情報収集 7/30～8/3

熊本県支部 熊本赤十字病院 1チーム 情報収集 7/29~7/31
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３ 日本赤十字社の主な活動状況
エ 本社初動派遣要員、支部支援要員・広報要員

派遣延べ人数  19人
（ア） 活動中 派遣人数 8人

派遣先 派遣元 派遣数 活動内容 派遣期間

熊本県支部

本社

１人 支部支援 7/31～

３人 支部支援 8/6～

前橋赤十字病院 ２人 支部支援 7/31～8/6

さいたま赤十字
病院

２人 支部支援 7/31～8/6
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３ 日本赤十字社の主な活動状況
エ 本社初動派遣要員、支部支援要員・広報要員
（イ）＜活動終了＞人数  11人

派遣先 派遣元 派遣数 活動内容 派遣期間

熊本県支部

本社

３人 支部支援 7/29～8/2

３人 支部支援 8/1～8/5

熊本県支部等

３人 広報業務 7/29～8/2

２人 広報業務 8/2～8/5
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３ 日本赤十字社の主な活動状況
オ 内閣府調査チーム（※）への職員派遣

派遣延べ人数  ２チーム４人

施設名 派遣元 派遣数※ 派遣先 活動内容 派遣期間

本社
本社

日本赤十字社医療センター
１チーム
２人

熊本県庁
災害対応に
かかる支援等

8/2～

※被災地において、関係省庁及び被災地方公共団体と緊密な連携をとりつつ、主に次に掲げる任務にあたるもの。
※内閣府との協定に基づき、日本赤十字社の医師等が同チームに帯同。
※ ・被災地の調査及び被害情報その他の現地情報の収集
※ ・被災地方公共団体が行う災害対応に関する支援

施設名 派遣元 派遣数 派遣先 活動内容 派遣期間

本社
本社

日本赤十字社医療センター
１チーム
２人

熊本県庁
災害対応に
かかる支援等

7/28～8/2

（イ）＜活動終了＞人数 １チーム２人

（ア）活動中 派遣人数 １チーム２人
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３ 日本赤十字社の主な活動状況

熊本労災病院で活動する調整本部
（熊本県 八代市）

日本赤十字社福岡県支部救護班の巡回
（熊本県 八代市）

日本赤十字社本社初動班によるミーティング
（東京都 港区）

八代市内を走る日本赤十字社救護車両
（熊本県 八代市）
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３ 日本赤十字社の主な活動状況
（３）救援物資の配布［８月６日11時00分 現在］

配布先 安眠セット タオルケット 支部名 配布日

宇城市 宇城学校給食センター 700セット
熊本県
支部

８月３日

八代市 
太田郷 コミュニティセンター

120枚
熊本県
支部

８月３日

八代市 
八代市立第四中学校

402セット 280枚
熊本県
支部

８月３日

八代市 鏡コミュニティセンター 12セット 150枚
熊本県
支部

８月３日

八代市 八代トヨオカ地建
アリーナ

310セット
熊本県
支部

８月４日

八代市 八代総合庁舎 ６セット
熊本県
支部

８月４日
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３ 日本赤十字社の主な活動状況

救援物資の「安眠セット」とタオルケット 日本赤十字看護大学救護倉庫から救援物
資を搬出する様子（東京都 渋谷区）
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３ 日本赤十字社の主な活動状況
（４）赤十字ボランティアの活動［８月６日13時00分 現在］

活動場所 派遣元 活動奉仕団 活動人数 活動内容 活動期間

山口県支部

山口県支部
山口県赤十字防
災奉仕団

１人

緊急自動車等指
定書交付手続き
事務、救護班資
材整備

7/30

山口県支部
山口県青年（学
生）赤十字奉仕

団
８人

医療救護班用の
資機材調達・整
備・積み込み及
び青少年赤十字
業務支援

8/3～

久留米赤十字会館 福岡県支部
福岡県赤十字無
線奉仕団、防災
ボランティア会

３人
安眠セットの積
み込み・送達

7/30

９人
安眠セットの積
み込み・送達

8/3

派遣延べ人数  51人
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３ 日本赤十字社の主な活動状況

活動場所 派遣元 活動奉仕団 活動人数 活動内容 活動期間

長崎県支部 長崎県支部

無線奉仕団、
芸能奉仕団、
救急法奉仕団、
賛助奉仕団

16人
支部１階のギャ
ラリーでの募金

活動
７/31～

肥後高田焼
伝七窯

香川県支部

香川県レス
キューサポート
バイク赤十字奉

仕団

12人

作業場などの工
芸品の片付け・
周辺住宅の災害
ごみの収集運搬

8/3～8/5

熊本県支部 熊本県支部
無線奉仕団、
水上安全奉仕団

２人 物資搬送 8/3
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熊本県支部に到着した防災ボランティア
（熊本県 熊本市）

３ 日本赤十字社の主な活動状況

鏡コミュニティセンターにて救援物資の荷下ろし
を行う防災ボランティア （熊本県 八代市）
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３ 日本赤十字社の主な活動状況

（３）義援金の受付［７月31日13時00分 現在］

皆様方からお寄せいただきました義援金は、被災地の
方々の生活を支援するため、全額を被災地の義援金配分
委員会にお送りいたします。

ア 義援金名 令和８年熊本地震災害義援金

イ 受付期間 令和８年７月31日（金）～令和８年10月30日（金）

ウ 協力方法 日本赤十字社ホームページをご覧ください。

https://www.jrc.or.jp/contribute/help/20260731/
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